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快晴！ 満開！ 亜麻まつり

　10 回目となる北海道亜麻まつりが開催され、多く

の方が町内外から訪れました。数日前から快晴が続い

たことが功を奏し、この日の亜麻の花は、過去の亜麻

まつりと比べて一番の満開となったようです。訪れた

方は、スマートフォンや一眼レフカメラを片手に可憐

で小さな亜麻の花を楽しんでいました。「亜麻の花は

少しの風で揺れてしまうので、今日は風も少なく絶好

の撮影日和」とお話してくださる方もいました。メイ

ン会場では、今年も亜麻の宿根も販売され、品定めす

る姿もうかがえました。

講座の内容に真剣に聞き入る様子（ほほえみにて）

ＮＹＴ体操（日常生活に良い体操）でウォーミングアップ！
（当別郵便局にて）

認知症サポーターになろう

　「認知症サポーター養成講座」が地域包括支援セン

ターの職員を講師に迎え、町内の事業所で行われまし

た。講座では認知症について「患者本人は何もわから

ないのではない」「患者は一度にたくさんのことを理

解するのは難しい。介護者は待つ、見守ることが大切」

と身近な例をとって説明しました。介護施設のほほえ

みでは、施設の職員と入居者家族が参加。日頃の介護

する様子や意見交換を進めていくうちに、介護者の安

堵する様子もみられました。当別郵便局での講座には、

町内各郵便局の職員が参加。講師は、「認知症の方は

ATM の操作に困ったり、書き物ができないという方

も多い。お客さんの対応で困ることがあれば、地域包

括支援センターへ連絡してください。認知症の方も地

域で安心して暮らせるよう、一緒に地域で見守ってい

きましょう」と呼びかけました。最後に、受講者全員

へ認知症サポーターの印となるゴム製の腕輪「オレン

ジリング」が贈られました。

  6 月 28 日  グループホーム公楽苑ほほえみ

  7 月 11 日  当別郵便局


